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議
　
案

　

６
月
定
例
会
は
、
６
月
８
日
か
ら

16
日
ま
で
の
９
日
間
で
開
催
。

　

専
決
し
た
令
和
２
年
度
補
正
予
算

お
よ
び
条
例
の
一
部
改
正
６
件
、
令

和
３
年
度
補
正
予
算
１
件
、
条
例
の

一
部
改
正
１
件
、
財
産
の
無
償
譲
渡

１
件
、
報
告
３
件
が
上
程
さ
れ
、
原

案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
た
。

◆
令
和
２
年
度
上
関
町
一
般
会
計
補

正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
８
４

９
８
万
３
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総

額
を
41
億
７
９
９
０
万
６
千
円
と
す

る
。

◆
令
和
２
年
度
上
関
町
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
５
１

４
０
万
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

５
億
７
５
７
５
万
４
千
円
と
す
る
。

専
決
処
分
の
承
認

◆
令
和
２
年
度
上
関
町
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
４
０

０
万
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
７

６
５
２
万
８
千
円
と
す
る
。

◆
令
和
２
年
度
上
関
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算

　

保
険
事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
か
ら
２
５
７
２
万
６
千
円
を

減
額
し
、
予
算
総
額
を
６
億
２
３
２

７
万
２
千
円
と
す
る
。
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

を
１
６
０
万
円
と
す
る
。

◆
令
和
２
年
度
上
関
町
用
地
取
得
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
４
５

７
１
万
３
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

を
４
２
８
万
７
千
円
と
す
る
。

◆
上
関
町
税
賦
課
徴
収
条
例
等
の
一

部
改
正

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い

改
正

補
正
予
算

条
例
の
一
部
改
正

財
産
の
無
償
譲
渡

◆
上
関
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部

改
正

　

�•

行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

に
よ
り
改
正
。

◆
無
償
譲
渡
す
る
財
産

　

上
関
町
大
字
室
津
地
内
、
大
字
長

島
地
内
、
大
字
祝
島
地
内
の
伝
送
装

置
（
光
ケ
ー
ブ
ル
２
万
７
０
６
３
ｍ
、

自
営
柱
44
本
、
接
続
フ
ロ
ー
ジ
ャ
ー

な
ど
）

�　

無
償
譲
渡
先

　
　

Ｋ
ビ
ジ
ョ
ン
株
式
会
社

　
　
　

代
表
取
締
役　

杉
田　

昌
士

　

�•

情
報
通
信
基
盤
の
効
率
的
運
営

を
行
う
た
め
。

◆
令
和
３
年
度
上
関
町
一
般
会
計
補

正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１
億
４

４
５
３
万
９
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
38
億
７
１
５
３
万
９
千
円
と

す
る
。

　

�•

主
な
も
の
は
、
歳
入
で
は
新
型

コ
ロ
ナ
地
域
支
援
事
業
の
た
め
の

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
、
新
庁
舎

建
設
基
金
繰
入
金
、
大
橋
損
傷
に

伴
う
県
補
償
金
の
増
額
。
歳
出
で

は
、
新
庁
舎
建
設
事
業
、
新
型
コ

ロ
ナ
地
域
支
援
対
策
費
の
増
額
。

花咲く海の町かみのせき振興券
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報
　
告

○
令
和
２
年
度
上
関
町
一
般
会
計
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

　

•

情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業

　

•

情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
準
備

　

事
業

　

•

備
蓄
倉
庫
整
備
事
業

　

•

戸
籍
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業

　

•

寺
田
山
た
め
池
切
開
工
事
に
伴

　

う
測
量
設
計
業
務

　

•

防
災
行
政
無
線
更
新
工
事

　

•

自
家
発
電
機
設
置
工
事

　

•

八
島
東
川
線
災
害
復
旧
工
事

○
令
和
２
年
度
上
関
町
土
地
開
発
公

社
の
決
算
及
び
業
務
等
の
報
告

　

•

用
地
の
取
得
、
売
却
な
し

○
第
11
期
一
般
財
団
法
人
な
ご
み
の

事
業
計
画
の
報
告

　

�•

上
関
海
峡
温
泉
鳩
子
の
湯
と
道

の
駅
上
関
海
峡
の
両
施
設
が
連
携

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
で
あ
る
生

活
利
便
性
お
よ
び
町
民
福
祉
の
向

上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
町
の
産

業
観
光
の
振
興
、
地
域
経
済
の
活

性
化
を
は
か
る
。

質質
疑疑

応応
答答

　

山
戸　

孝
議
員

　
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
臨
時
交
付
金
に

よ
る
支
援
策
に
あ
る
温
泉
施
設
と
道

の
駅
へ
の
補
助
金
だ
が
、
以
前
に
も

同
様
の
内
容
で
補
助
金
が
交
付
さ
れ

て
い
る
。
今
回
の
具
体
的
な
使
途
は
。

　

吉
崎
産
業
観
光
課
長

　
温
泉
施
設
の
自
動
検
温
・
消
毒
機

器
の
設
置
、
浴
室
換
気
の
改
修
、
浴

室
内
放
送
機
器
設
置
な
ど
。
道
の
駅

は
自
動
検
温
・
消
毒
機
器
設
置
、
レ

ス
ト
ラ
ン
の
テ
ー
ブ
ル
席
を
カ
ウ
ン

タ
ー
タ
イ
プ
へ
変
更
、
商
品
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
シ
ス
テ
ム
構
築
で

感
染
防
止
対
策
を
実
施
す
る
。

事　　業　　名 支　援　内　容

　花咲く海の町かみのせき振興券交付事業 全町民に一人当たり１万円の地域振興券を交付し、住民の生活
支援を図るとともに、低迷した地域経済の活性化に繋げる。

　新生児応援特別定額給付金支給事業 令和３年４月１日から令和４年３月３１日までの間に生まれ
た新生児一人につき１０万円をその保護者に支給する。

　子育て世帯への新生児特別給付金支給事業
令和３年４月１日から令和４年３月３１日までに生まれ、児童
手当の支給認定を受けている児童一人につき１万円をその保
護者に支給する。

　子育て世帯臨時応援金支給事業 令和３年４月分の児童手当受給者に対し、対象児童一人当たり
１万円を支給する。

　妊婦出産応援特別給付金支給事業 新型コロナ感染症の状況が不透明な中で、出産に不安を抱えて
いる妊婦を応援するために、一人当たり１５万円を支給する。

　給食費等無償化事業
町内在住の保育園児副食費、小中学校児童生徒の給食費の保護
者負担分を１年間無料とし、コロナ禍における子育て世帯の経
済的負担軽減を図る。

　高校生家庭支援事業 コロナ禍における子育て世代の経済的負担を軽減するため、高
校生を持つ保護者に対し、生徒一人当たり１万円を支給する。

　大学生等応援事業
コロナ禍により生活が困窮している大学生等（町内に保護者が
在住している者に限る。）に対し、学生一人当たり１万円を支
給する。

主な上関町新型コロナウイルス感染症対応支援事業

町内に設置された自動検温機
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
つ
い
て

症
対
策
に
つ
い
て

救
急
搬
送
に
つ
い
て

救
急
搬
送
に
つ
い
て

清水 敏保 議員

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

聞聞聞聞聞聞

ののの
こここ
こここ
ががが

ききききききききき
たたたたたたたたたたた
いいいいい

の
こ
こ
が

き
た
い

の
こ
こ
が

き
た
い

の
こ
こ
が

き
た
い

町町町
政政政
町
政
町
政
町
政

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
猛

威
を
振
る
い
、
国
内
の
感
染
者
は

74
万
人
を
超
え
て
い
る
。
６
月
に
入

り
感
染
者
が
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、

油
断
せ
ず
引
き
続
き
予
防
対
策
を
徹

底
す
る
必
要
が
あ
る
。
上
関
町
で
は

高
齢
者
接
種
が
４
月
22
日
よ
り
開
始

さ
れ
て
い
る
。
現
在
ま
で
順
調
に
実

施
さ
れ
、
接
種
に
関
わ
っ
て
い
る
方

　

今
年
に
入
り
祝
島
で
は
高
齢
者
や

作
業
中
の
怪
我
に
よ
る
救
急
搬
送
が

増
え
て
い
る
。
搬
送
す
る
際
、
担
架

生
活
支
援
・
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る

大
変
あ
り
が
た
い

質
問

質
問

達
に
感
謝
し
た
い
。
こ
れ
か
ら
、
16

歳
か
ら
64
歳
以
下
の
方
が
接
種
対
象

と
な
る
が
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

ま
た
、
地
域
創
生
臨
時
交
付
金
に
よ

る
町
の
支
援
策
に
つ
い
て
。

　
今
後
の
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
、
40
歳
か
ら

64
歳
、
12
歳
か
ら
18
歳
の
方
に
６
月

中
旬
に
接
種
券
を
送
付
し
、
７
月
か

ら
接
種
出
来
る
予
定
。
次
に
19
歳
か

ら
39
歳
の
方
は
、
７
月
中
旬
に
接
種

券
を
送
付
し
、
８
月
か
ら
接
種
出
来

る
予
定
。
交
付
金
の
使
途
目
的
や
対

象
事
業
は
、
感
染
拡
大
防
止
と
地
域

経
済
の
活
性
化
と
住
民
生
活
の
支
援

に
使
う
。
花
咲
く
海
の
町
か
み
の
せ

き
振
興
券
交
付
事
業
な
ど
22
事
業
を

実
施
す
る
。

　
普
通
救
命
講
習
は
、
柳
井
地
域
広

域
消
防
組
合
が
毎
月
第
３
日
曜
日

に
、
消
防
本
部
ま
た
は
各
出
張
所
で

実
施
。
講
習
時
間
は
３
時
間
で
、
内

容
は
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い

た
除
細
動
、
大
出
血
時
の
止
血
法
、

異
物
除
去
法
の
４
点
。
以
上
が
普
通

講
習
だ
が
、
さ
ら
に
上
級
救
命
講
習

が
あ
り
、
内
容
は
追
加
で
疾
病
者
管

理
方
法
、
外
傷
時
の
手
当
て
・
搬
送

な
ど
で
、
講
習
時
間
は
８
時
間
と
な

っ
て
い
る
。
祝
島
の
か
た
が
た
が
、

救
命
講
習
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と

は
、
大
変
あ
り
が
た
い
。

に
乗
せ
、
救
急
船
に
運
ん
で
本
土
側

の
救
急
車
に
渡
す
ま
で
の
間
、
応
急

手
当
が
分
か
ら
ず
、
ど
の
よ
う
に
し

て
搬
送
す
れ
ば
よ
い
の
か
不
安
に
感

じ
て
い
る
と
聞
く
。
以
前
、
消
防
団

員
が
﹁
普
通
救
命
講
習
﹂
を
受
け
た

こ
と
が
あ
る
が
、
搬
送
に
関
わ
っ
て

い
る
団
員
か
ら
、
講
習
の
相
談
を
受

け
る
。
常
時
医
師
や
看
護
師
の
い
な

い
離
島
で
は
必
要
と
思
う
が
。

救急搬送
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
、
今
後
の
方
針
は

チ
ン
接
種
、
今
後
の
方
針
は

イ
ノ
シ
シ
対
策
へ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通

イ
ノ
シ
シ
対
策
へ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通

信
技
術
）
導
入
の
検
討
に
つ
い
て

信
技
術
）
導
入
の
検
討
に
つ
い
て

山戸　孝 議員

右田 千賀子 議員

　

①
本
町
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状
況

に
つ
い
て
。
②
フ
ァ
イ
ザ
ー
製
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
対
象
が
12
歳
に
引
き
下

げ
ら
れ
た
が
、
不
安
を
持
つ
保
護
者

も
い
る
。
若
年
層
の
接
種
に
つ
い

て
町
の
方
針
は
。
③
他
の
自
治
体
の

離
島
で
の
集
団
接
種
の
報
道
な
ど
も

あ
り
、
町
内
で
も
離
島
で
の
集
団
接

種
を
求
め
る
声
が
あ
る
が
町
の
考
え

は
。
④
道
の
駅
や
温
泉
施
設
、
離
島

航
路
な
ど
、
町
外
や
県
外
の
方
と
接

せ
ざ
る
を
得
な
い
職
場
で
働
い
て
い

る
方
へ
の
接
種
の
方
針
は
。

　

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
産
物
へ
の
被

害
が
増
加
、
営
農
意
欲
の
減
退
や
、

荒
廃
農
地
が
増
え
て
い
る
。
わ
な
、

銃
に
よ
る
捕
獲
や
防
護
柵
設
置
な
ど

の
対
策
を
行
っ
て
い
る
が
、
被
害
を

完
全
に
食
い
止
め
る
事
は
難
し
い
。

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
イ
ノ
シ

シ
対
策
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
検
討

は
。
島
根
県
吉
賀
町
で
は
、
わ
な
が

作
動
し
た
情
報
を
自
動
で
知
ら
せ
、

宇
部
市
で
は
、
箱
わ
な
に
獣
サ
イ
ズ

判
別
セ
ン
サ
ー
式
自
動
捕
獲
シ
ス
テ

ム
を
設
置
。
ま
た
町
で
は
有
害
鳥
獣

対
策
支
援
で
補
助
金
一
戸
当
り
限
度

額
３
万
円
だ
が
増
額
の
考
え
は
。

最
終
的
に
希
望
者
全
て
の

接
種
を

慎
重
に
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

質
問

質
問

　
①
65
歳
以
上
の
対
象
者
の
う
ち
１

回
目
接
種
済
が
約
55
％
、
２
回
目
接

種
済
が
約
38
％
。
７
月
上
旬
に
は
高

齢
者
の
希
望
者
全
て
の
接
種
が
終
わ

る
見
込
み
。
②
12
歳
以
上
の
小
中
高

生
に
は
６
月
中
に
接
種
券
を
送
付
す

る
が
、
本
人
の
希
望
が
前
提
。
個
別

接
種
で
対
応
し
た
い
。
③
離
島
は
協

力
医
療
機
関
か
ら
副
反
応
へ
の
対
応

が
で
き
な
い
と
言
わ
れ
た
の
で
、
集

団
接
種
で
き
る
環
境
に
無
い
。
島
民

の
希
望
に
沿
う
こ
と
が
で
き
ず
申
し

訳
な
く
思
う
。
④
職
域
接
種
は
今
の

と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
に
よ
り
、
箱
わ
な
の

見
回
り
お
よ
び
捕
獲
準
備
の
労
力
軽

減
に
資
す
る
と
理
解
し
て
い
る
。
導

入
に
は
約
６
０
０
万
円
の
予
算
が
か

か
り
、
実
施
す
れ
ば
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
が
２
０
０
万
円
以
上
か
か
る
と

聞
く
。
事
業
化
は
慎
重
に
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
は
農
業
者
自

身
が
設
置
を
行
い
、
次
に
地
域
で
の

協
同
、
さ
ら
に
は
県
や
町
の
支
援
が

必
要
だ
。
有
害
獣
防
護
柵
等
設
置
事

業
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
利
用
し
や

す
い
制
度
と
な
る
よ
う
に
、
協
議
、

検
討
を
引
き
続
き
行
う
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

集団接種（総合文化センター）

箱わなにかかったイノシシ



6かみのせき議会だより令和3年7月21日　№ 155

■
編

　
集

／
議

会
広

報
広

聴
調

査
特

別
委

員
会
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／
中

村
印

刷
株

式
会

社

■
発

行
責

任
者

／
議

会
議

長
　

西
　

哲
夫

　
〒

742-1402　
山

口
県

熊
毛

郡
上

関
町

大
字

長
島

503
　

TEL 0820-62-0364　
FAX 0820-62-0783

議
会
活
動
報
告　
（
令
和
３
年
３
月
３
日
〜
６
月
１
日
）

６
月
１
日

５
月
27
日

５
月
26
日

５
月
17
日

５
月
７
日

４
月
26
日

４
月
22
日

４
月
19
日

４
月
16
日

４
月
13
日

４
月
５
日

４
月
３
日

３
月
29
日

３
月
26
日

３
月
25
日

３
月
23
日

３
月
21
日
〃
３
月
18
日

３
月
17
日

３
月
15
日

３
月
12
日
〃
３
月
10
日

３
月
９
日

３
月
３
日

月
　
日

議
会
運
営
委
員
会
（
海
下
・
山
根
・
井
原
・
右
田
・
山
谷
・
西
）

山
口
県
議
会
議
長
・
副
議
長
就
任
挨
拶
（
西
）

例
月
出
納
検
査
（
井
原
）

小
中
一
貫
教
育
の
推
進
の
説
明
（
西
・
右
田
）

熊
毛
郡
町
議
会
議
長
会
定
例
会
（
田
布
施
町
‥
西
）

例
月
出
納
検
査
（
井
原
）

中
学
生
議
会
打
合
せ
（
西
・
岩
木
・
海
下
・
右
田
）

柳
井
地
区
広
域
市
町
議
会
議
長
会
総
会
（
柳
井
市
‥
西
）

議
会
広
報
委
員
会
（
岩
木
・
海
下
）

議
会
広
報
委
員
会
（
岩
木
・
海
下
・
右
田
）

議
会
広
報
委
員
会
（
岩
木
・
海
下
・
井
原
・
右
田
・
山
戸
）

戦
没
者
慰
霊
祭
（
室
津
地
区
‥
西
）

議
会
広
報
委
員
会
（
岩
木
・
海
下
・
井
原
・
右
田
・
山
戸
）

例
月
出
納
検
査
（
井
原
）

議
会
広
報
委
員
会
（
岩
木
・
海
下
・
右
田
・
山
戸
）

田
布
施
町
議
会
議
長
・
副
議
長
就
任
挨
拶
（
西
・
岩
木
）

市
町
手
話
言
語
条
例
に
つ
い
て
の
学
習
会
（
山
口
市
‥
岩
木
・
海
下
・
右
田
）

議
会
運
営
委
員
会
（
海
下
・
山
根
・
井
原
・
右
田
・
山
谷
・
西
）

第
１
回
定
例
会
本
会
議
（
全
議
員
）

第
１
回
定
例
会
本
会
議
（
全
議
員
）

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
（
清
水
・
山
谷
・
井
原
・
海
下
・
山
根
・
西
）

総
務
文
教
常
任
委
員
会
（
右
田
・
山
戸
・
岩
木
・
西
・
山
村
）

全
員
協
議
会
（
全
議
員
）

第
１
回
定
例
会
本
会
議
（
全
議
員
）

第
１
回
定
例
会
本
会
議
（
全
議
員
）

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
軽
消
防
自
動
車
贈
呈
式
（
西
・
岩
木
・
右
田
）

内
容
（
場
所
・
出
席
者
・
参
加
者
）

①
防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信
機

設
置

②
日
中
の
避
難
所
開
設
及
び
日
没

ま
で
の
避
難
完
了
誘
導
（
台
風

接
近
時
等
）

③
防
災
情
報
の
積
極
的
な
提
供

　
　
　
　

令
和
３
年
３
月
31
日

　
　
　
　
　

室
津
駐
在
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　

代
表　

品
川　

朋
子

要
　
望

委
員
長
　
岩
木
　
和
美

副
委
員
長
　
海
下
竜
一
郎

委
　
員
　
井
原
　
久
治

　
〃
　
　
右
田
千
賀
子

　
〃
　
　
山
戸
　
　
孝

議会広報広聴
調査特別委員会

　

次
回
定
例
会
の
初
日
は

　

９
月
９
日(

木)

の
予
定
で
す
。

　

毎
日
毎
日
テ
レ
ビ
、
新
聞
報
道
な

ど
を
賑
わ
し
て
い
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
。
昨
年
か
ら
始
ま
り
、気
が
付
け
ば

１
年
以
上
も
県
外
に
出
て
い
な
い
状

態
で
す
。
全
国
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

始
ま
り
、
当
町
で
も
４
月
22
日
よ
り

開
始
さ
れ
、
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果
も
あ
っ
て
全

国
的
に
一
部
地
域
を
除
い
て
は
、
感

染
者
数
も
減
少
傾
向
に
あ
る
と
感
じ

ら
れ
る
。
こ
れ
か
ら
先
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
進
む
こ
と
に
よ
り
、
一
日
も
早

く
以
前
の
よ
う
な
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

な
い
、
日
常
生
活
に
戻
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
を
侮
る
べ
か
ら

ず
、
し
か
し
決
し
て
負
け
る
こ
と
な

か
れ
。 編

集

後

記

防災行政無線


